
 
 

第9回大人サミット 
 

地球会議IN 
木の花ファミリー 

 

時代の扉は既に開いている 
～時代の流れを知って 
 時代と共に生きる～ 

 
 

2015年11月21日~23日 
菩薩の里 木の花ファミリー 

 



私たちは今 どこにいて 

どこへ向かっているのでしょうか？ 



日常の囚われから 
飛び出したときに 
見えてくる景色があります

私たちは                
広大無辺の宇宙の中を      

生きていることを               
知っていますか？ 



一瞬たりとも 
とどまることのない宇宙で 
 

二度と同じ所に行くことのない 
時空を生きています 
 



初
め
に
『
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
』
の 

映
像
を
見
ま
し
ょ
う 



太陽の一螺旋 25800年のサイクル 

2012年12月21日 銀河の冬至 闇のピーク             
（物質文明のピーク） 

カタカムナの 
衰退・封印 

 

物質文明 

台頭 

 

 
 

精神文明の台頭 

 

 

カタカムナの 
発生･発展 

銀河の夏至 光のピーク 
12900年前 

約
6
4
5
0
年

 
約

6
4
5
0
年

 

 

 

 

 

紅陽期 聖人の時代  

青陽期 
王の時代 

時代は闇から光へ 
Turning Point 

 

カタカムナ復活 
精神文明・白陽期 
の始まり（１９２７～） 
庶民の時代の始まり 
 

 

太陽の螺旋運動 
＆地球の歳差運動 
25800年のサイクル 

 

天地の理と共に 
生きた時代 

天地の理が 
忘れ去られた時代 

分
離
と
拡
大
の

時
代 

統
合
と
縮
小
の

時
代 

天
地
の
理
を 

忘
れ
る
プ
ロ
セ
ス 

天
地
の
理
を 

思
い
出
す
プ
ロ
セ
ス 

 



光のピーク 
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光のピーク 

闇のピーク 

体
主
霊
従  

時代が「闇のピーク」を 
迎えたそのとき 
「光のピーク」を 

生きた者たちの叡智が 
復活する 

霊
主
体
従 

 
 
 
 



かつて、地球上の至る所に 
天の法に従い、大地の番人として 

生きる人々がいた 
星と対話し、風を読み、動物を引き連れ 

自然の変化と共に、天地一体の精神で生きていた 



 
モンゴロイド 

モンゴロイド 

コーカソイド 

オーストラロイド 

ネグロイド 

コーカソイドオーストラロイド 

コーカソイド 
モンゴロイド 

モンゴロイドオーストラロイド 

コーカソイドオーストラロイ
ドモンゴロイド 

ネグロイド 

オーストラロイド 

モンゴロイド 

コーカソイド
モンゴロイド 

コーカソイド
モンゴロイド 

コーカソイドネ
グロイド 

コーカソイド 

モンゴロイド 
オーストラロイド 

コーカソイド 
オーストラロイド 

コーカソイドネグロイド 

モンゴロイドネグロイド 



 

8万5千年前 

～6万年前
出アフリカ 

500万年前 

人類誕生 

約16万年前 

ホモ・サピエンス 

（現生人類） 

インダス川流域に居た原モンゴロイドの人類が、4.6万年前頃の
寒冷化により再び移動し中央アジアを経由して日本やシベリヤ
からアメリカ大陸に移動拡散して行く。～1.35万年前まで続く 

南方 

モンゴロイド 

新モンゴロイド 
1.4万年前～6千年前 
  トルコ族 
  モンゴル族 
  ツングース族 



アフリカを出て東方に向かった人種
＝モンゴロイドは、当時（7万年前）
は地続だった東南アジアの大陸 
「スンダランド」に5万年前に到達し
その気候に適応した。 
（スンダモンゴロイド） 
しかし1.4万年前から6千年前の温
暖期により、「スンダランド」が水没
しそこから大きく６つのグループに
分かれて拡散していく。 

チベット高原～タリム盆地のモンゴ
ロイドが、温暖期に入って北上し、 
アルタイ山脈～モンゴル高原に到
達した。彼らはここで人口を増やし
部族としての形質を固めていく 
【新モンゴロイド（原アルタイ族）】 

彼らは垂直的な上天信仰、厳しい自然条件に適応するため
シャーマニズム、熊神信仰、冬祀りなどの特徴を持っている。 

【参考資料３】 

モンゴロイドの移動 

インド オーストラリア 中国 
パミール
高原 

シベリア 日本 アメリカ スンダランド 
5.5～5万年前 

原モンゴロイド 

新モンゴロイド 

縄文人 

ポリネシア人 
メラネシア人 

原中国人 

ドラヴィダ人 アボリジニ 

1.4万年前～ 

モンゴル高原 
スンダモンゴロイド 

アルタイ山脈モンゴル高原 
1万年前 チベット族 

北方モンゴロイド スンダ 
モンゴロイド 

スンダランド 中国 オーストラリア 

オーストラ 
ロイド 

シナ 
モンゴロイド 

～～～ ～～～ ～～～ ～～～ ～～～ 

トルコ族・モンゴル族・ツングース族 

5～４．５万年前 5万年前～ 5万年前～ 

原アメリカ人 

４．６万年前～ 

極寒・無人化 

極寒・無人化 

1.８万年前 
バイカル湖 
寒冷適応 

3.3～2.7万年前 
パミール高原・タリム盆地 

１．４万年前～ 

～～～ 

3.3～2.7万年前 
樺太→日本 

北方モンゴロイド 

3.3～2.7万年前 
北→南アメリカ 
北方モンゴロイド 

パミール高原・タリム盆地 

乾燥・無人化 

1.4万年前～６千年前 
スンダランドの水没 



  地球の上では多様な文明が 

  生命と同じように 

  発生・発展・消滅を 

  繰り返している 

 

イギリス産業革命 
西洋文明の流れ 

東洋文明の流れ 

キリスト誕生 

ＢＣ ＤＣ 

現在 

唐文明 
アングロ 

サクソン文明 

紀元 

新アジア文明？ 

４００ １２００ ２０００ 

８００ 

１６００ 

ギリシャ文明 

第二次世界大戦 

第一次世界大戦 
中国戦国時代 
秦の始皇帝の 
中国統一 

アメリカ合衆国建国 

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト バ

ガ
ン ボロブ

ドゥール 

日本 
戦国時代 

 
低調期 

 

 
隆盛期 

 

中世 
ヨーロッパ 



  発生と消滅を繰り返す物質文明がある一方で 

  生命の変わらぬリズムと共に 

  天然循環する暮らしを営む民がいる 

彼等は『足を知り』いただいたもので生きて行く 

自然を観察しその循環の仕組みを知っていた 



天と地水火風空が現象界で自然循環し 
それが潜象界と天然循環する世界 

火 

風 

空 大地 

水 

宇宙という 

切り離すことの出来ない 

ひとつの命のネットワークの 

中にいることを 

人類は忘れている 



この世界では 
全てが循環し 

螺旋を描いて振動し 
動き続けている 

無限に拡大しても 
無限に縮小しても 
そこは同じ法則で 

成り立ち、連鎖している 

フラクタル（相似象） 



その奥に 

大いなる意志がみえてくる 



飛び切りのターニングポイントを迎えた 
現代社会と地球 

ビッグバンによる宇宙の発生から138億年 
太陽系、および地球の誕生から 
46億年たったといわれる今現在 

 
私たちは今大きなターニングポイントを迎えています 

 
星々の関係が様々なサイクルを作り 

様々なサイクルが同時に 
ターニングポイントを迎えています。 
重なり合うターニングポイントは 
何を示しているのでしょうか？ 

 



1941 真珠湾攻撃  

 冥王星が示す 
 248年の周期 

1760 イギリス 
産業革命 

ア
メ
リ
カ 

独
立
宣
言 

2003 イラク戦争 

日本開国 1854  

1851 

1939 第二次世界大戦  

1945 終戦、原爆投下（広島長崎）  

降交点通過 

2020  

2012 銀河の冬至 

1975 ベトナム戦争終結 

1965  

アメリカベトナム爆撃開始 

1867 
遠日点通過 
明治維新 

1986 チェルブイリ原発事故 

2012銀河の冬至 

2011  

東日本大震災 

フランス革命
1789 

1966 中国文化大革命 

いさどんの契約終了  
2031 

1989  
近日点通過 

1927白陽期開始 

約250年前の光のピークに 
起こった産業革命から 
始まった現代文明が、 
冥王星の一周と共に 
終焉を迎えた 

1949 中華人民共和国成立 

 

1979 海王星軌道の中へ 
 

1980 イランイラク戦争 

1981 エイズ発見 

1766 

現在 

2015 

1994 木の花農園始まる 

1990 日本バブル経済崩壊、東西ドイツ統合 

昭和天皇崩御 
バブル経済ピーク 

1995 阪神淡路大震災 
     地下鉄サリン事件 

1991 ソ連邦解体・湾岸戦争 

 
 

1930 
昇交点通過・冥王星発見 

 

 1999  

海王星軌道の外 

2008 日本の人口のピーク 

2001  

アメリカ同時多発テロ 

１９２６ 

2008 

1822－2067 

1798－2043 

 
 

天王星発見

1781 

 

 
 

1951 

古田偉佐美 
誕生 

 

1914 第一次世界大戦  

2127 

1883 

2096 

 
 
 

海王星発見

1846 

 
1938 

1957 

1971 

1984 

1955 

１９１２ 

1913 
冥王星 
闇のピーク 

２１１４ 



産業革命以降人口は爆発的に増加し、西洋を中心に地球環境を 
 無視した経済優先の物質文明の発展が進みその結果現在の 
 地球上に様々な問題が露呈している。 

  250年前に起こった産業革命以降、地球上では 

  人口が加速度的に増え工業化の波が起こった 

1760年 産業革命始まる 

２０５０年９２億人（予測） 

           2015年 73億人 

約1６万年前       
人類(ホモサピエンス)誕生 

現在 



20 

冥王星が示す時代の流れ 
光ピーク世代 

調和の時代を作る世代 

つなぎ世代 

戦後復興隆盛世代 

闇ピーク世代 

物質性と精神性の
間で揺れ動く天秤
世代は、ニート・
引きこもりの多い
世代。蠍世代は、
スピリチャルの大
変革世代で、物へ
の執着は少ないが
次の時代を模索中。 

 
射手座世代が夢を広
げて、山羊座世代が
確実に現実にする。 
 

獅子世代が戦後の復興
をエネルギッシュに成
し遂げ、乙女世代が経
済大国としての地位を
築き上げた。 

冷淡で器用な双子座世代が無
謀な戦争を起こし、家庭的な
蟹座世代を前戦に送り込んだ。 

戦争（第一次第二次世界大戦）を作った世代 

冥王星が示す世代ごとの特徴
を見ていくと、二世代ごとの
傾向がみえてくる。 
その傾向が、時代の流れを
作っている。 

【世代が時代を担っている】 



 

文明1600年周期説・地球のDNA東西文明のサイクル 
各文明の 

特徴 

民
族
大
移
動 

中
東
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
難
民
が
移
動 

環
境
破
壊
・経
済
の
混
乱
・難
病
の
蔓
延 

世
界
動
乱 

霊的文明 

出典： 文明1600年周期説 村山節 

都市ごとの司祭者と 

貴族の文明 

司祭者王権の 

文明 
宗教狭義の 

組織化 

市民共和制 

･･･大帝国 

美術、芸術の 

隆盛 

学術、科学技術、 

機会と工業化 

BC2000年 

世
界
動
乱 

世
界
動
乱 

大
動
乱 

大
動
乱 

大
動
乱 

民
族
大
移
動 

ゲ
ル
マ
ン
民
族
（西
） 

五
胡
十
六
国
（東
） 

民
俗
大
移
動 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
（西
） 

匈
奴
そ
の
他
（東
） 

エ
ジ
プ
ト
衰
弱
す 

外
国
人
侵
入 

ア
ー
リ
ア
人
バ
ル
カ
ン
イ
ン
ド
侵
入 

ア
ー
リ
ア
人
大
移
動
（中
ア
欧
州
） 

中
国
革
命
（一
九
四
九
） 

明
治
維
新
（一
八
六
八
） 

日
本 

戦
国
時
代 

カ
ニ
シ
カ
王 

仏
教
中
国
伝
来 

グ
レ
コ
バ
ク
ト
リ
ア
王
国
（
中
ア
） 

秦 

天
下
統
一
（
中
国
） 

キ
リ
ス
ト
教
東
西
に
分
裂 

絵
文
字
印
章
現
る 

新アジア文明 

ゾロアスター教 
ユダヤ教義 
古代中国哲学 
インド各宗教 

現在 

ド
ー
リ
ア
人
バ
ル
カ
ン
に
民
俗
大
移
動 

ア
ジ
ア
方
面
不
詳 

世
界
動
乱 

民
族
大
移
動 

十
字
軍 

チ
ン
ギ
ス
・ハ
ー
ン 

回
教
徒 

オ
ス
マ
ン
・ト
ル
コ
（東
） 

大
動
乱 

東洋文明 

BC4000年 

ソ
ロ
ン
立
法 

第
一
オ
リ
ン
ピ
ア 

 

フ
ェ
ニ
キ
ア
文
字
ギ
リ
シ
ャ
に
伝 

 

ナイルに
潅漑農業
始まる 

 東洋文明と西洋文明は 
 2重螺旋を描いて交互に発展し 
 地球の上を移動していく 

西洋文明 

シュメール
に潅漑農
業始まる 

DC2000年 

 

 

西
暦
紀
元 

 

1600年 

1600年 



太陽の一螺旋の１/４  文明発祥の時代 
6450年前 

現在 闇のピーク 

メソポタミア 
シュメール文化 

BC4000 

800年前 

BC２000 

紀元 

DC２000 

1600年前 

2400年前 

3200年前 

4000年前 

4800年前 

5600年前 

6400年前 

紅陽期 
白陽期 

12900年前光のピーク 

聖人の時代 
庶民の時代 

東洋の流れ 

西洋の流れ 

 

アジアで 
諸宗教発生 
ゾロアスター教 
ユダヤ教 
古代中国哲学 
インド各宗教 
 

正法 

象法 
末法 

400 

キリスト誕生 

釈迦誕生 

老子・孔子誕生 

神武天皇誕生 

ムハンマド誕生 

旧約聖書成立 

ユダヤ教成立 
出エジプト 

アンコール
ワット 

ヒッタイト 

ギリシャ 
ローマ文明 

アングロ
サクソン 

唐 

古代アジア 
文明 

エジプト 
エーゲ文明 

インダス文明 

原始エジプト 
文明 

アジア 
文明 新アジア 

文明？ 

1600年前 

1600年前 

1600年前 

1600年前 

太陽の一螺旋の
1/4に、1600年の
文明のサイクルが 
4回入る 

青陽期 

王の時代 



ア
メ
リ
カ
独
立 

近代の歴史の流れはどこへ向かっているのか 
～文明1600年周期説で見る歴史の動き～ 

一
六
〇
〇 

高度経済 
成長期 

大
航
海
時
代 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の 

 
 

 

世
界
征
服 

文
明
転
換
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

世
界
動
乱 

【ヨーロッパ 好調期・文明期】 

【東洋 低調期・準備期】 

戦
国
時
代 

 
西洋文明の動き 
好調期を過ぎ
1600年周期の
終焉を迎えた 

 

第
二
次
世
界
大
戦 

第
一
次
世
界
大
戦 

文
明
転
換
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

世
界
動
乱
？ 

鎌
倉
時
代 室

町
時
代 

植民地時代 

文明の半周期800年 

出典： 文明1600年周期説 村山節 

南
北
朝
時
代 

イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命 

明
治
維
新 

一
二
〇
〇 

二
〇
〇
〇 

八
〇
〇 

四
〇
〇 

【東洋 好調期・文明期】 

【ヨーロッパ 低調期・準備期】 

ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
） 

現代 
ターニング
ポイント 

東洋文明の動き 

バ
ガ
ン
遺
跡 

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
） 

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
） 

唐文明（中国） 

ヨーロッパ 
中世暗黒時代 

ム
ハ
ン
マ
ド
誕
生 

イスラム
帝国 

十
字
軍
の
遠
征 

 

（
エ
ル
サ
レ
ム
奪
還
） 

平安時代 
奈良
時代 

飛鳥
時代 

文
明
転
換
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

世
界
動
乱 

古墳時代 



東洋の叡智はどこへ行くのか 

国民の意識によってリーダーの意識は変わる 

本来の経済とは経世済民 世を経め民を救うこと 

本来の経済発展（エコノミー）は、健全な環境（エコロ
ジー）とバランスをとることが必要不可欠 

人間の欲望をコントロールする智慧が 
古代の東洋の叡智に秘められている 

 それは天の智慧、宇宙法則を人
間が取り入れ地上世界に現すこと 道 

ミチ・タオ 

西洋的文明に汚染されたアジア各国が    
東洋的叡智を元に目覚める時代が来ている 



  

  生物の進化6億年の歴史

絶滅のたびに進化する生命の歴史は何を物語っているのか？ 
進化にそぐわない生命は淘汰され、 

生き残った者が質的転換を起こし進化する。 
そのくり返しの結果、現代にたどり着いたのが人間。 

最も進化した人間がこれから地球上で何をするかによって 
  人類の未来が見えて来る。これから求められる質的転換とは？ 

恐
竜
の
登
場 

類
人
猿
の
登
場 

6回の生命絶滅の危機･･･・絶滅の度に進化する生命 

0,01 

カ
ン
ブ
リ
ア
爆
発 

大
量
絶
滅
１ 

エ
デ
ィ
ア
カ
ラ
生
物
群 

多
細
胞
生
物
進
化 

植
物
・両
生
類
が 

陸
上
に
進
出 

大
量
絶
滅
２ 

魚
類
の
出
現 

      

超
大
陸
割
れ
て
大

西
洋
開
き
始
め
る 

哺
乳
類
出
現 

大
量
絶
滅
５ 

恐
竜
登
場 

被
子
植
物
誕
生 

大
量
絶
滅
４ 

酸
素
急
減 

超
大
陸
出
現 

シ
ダ
類
大
繁
栄 

昆
虫
、
爬
虫
類 

大
森
林
形
成 

酸
素
濃
度
高
い 

大
量
絶
滅
３ 

 

人
類
の
誕
生 

類
人
猿
登
場 

哺
乳
類
台
頭 

恐
竜
絶
滅 

大
量
絶
滅
６ 

二
酸
化
炭
素
急
増 

鳥
類
登
場 

魚
類
の
多
様
化 

大
量
絶
滅
7 

 
 

は
あ
る
の
か
？ 



 1月 1日 午前0時、地球誕生 ガス状の原始太陽系星雲の中で原子地球が生まれる     46億年前 

 2月 9日 地殻が固まってきて、陸と海が生まれる                           41億年前 

 2月17日 原子の海の中で生命の素材となるたんぱく質や核酸が生まれる                          40億年前 

 2月25日 最初の原始生命が誕生                                      39億年前 

 3月29日 光からエネルギーを吸収するバクテリアが登場  35億年前 

  6月 8日 この前後火山活動が活発で、大陸の成長が進む      

 6月28日 地球全球凍結 

 7月10日 細胞核を持つ真核生物の登場  22億年前 

 7月18日 大気中の酸素が増えてくる                                 21億年前 

  9月27日 多細胞生物の登場                                                                                       12億年前 

11月 6日 全球凍結するほどの寒冷化と温暖化が繰り返し訪れる                                    7億年前 

11月14日 エディアカラ生物群（大型多細胞生物）の出現。骨格を持つ動物の出現         6億年前 

11月17日 分裂した大陸が集まって超大陸ゴンドワナ形成。エディアカラ生物群絶滅１  

11月18日 カンブリア大爆発。生物の多様化が始まる ～11月20日 魚類の出現       5億5千万年前 

11月27日 大量絶滅2  28日植物が陸へ上がる。節足動物陸へ上がる。 29日両生類陸へ上がる 

12月  2日 大量絶滅3 大森林広がる。 3日両生類から爬虫類が分化 

12月12日 海洋全体が酸欠状態。史上最大の生物大量絶滅 4                  3億5千万年前 

12月13日 恐竜時代始まる 

12月15日 超大陸パンゲアが分裂 大量絶滅5 

12月19日 鳥類出現 

12月24日 地球温暖化                                              １億年前 

12月26日 隕石の激突により恐竜、ほかの生物も絶滅6   12月27日 哺乳類の繁栄 

12月31日 午後11時37分 ホモサピエンス誕生（20万年前）     

                 午後11時58分52秒 農耕牧畜始まる（1万年前） 

           午後11時59分58秒 産業革命（250年前）  

                                                                                                                                                                        

地球の歴史を一年に例えると 

40
億
年 

６
億
年 

人類は、最後の2秒の 
マインドコントロールにかかっている 

地
球
形
成
の
時
代 

陰
性
代 

生
命
の
進
化
の
時
代 

陰
性
代 



たった250年の歴史しかない 

近代西洋文明は 

46億年の時を生きてきた地球の 

ほんの一辺にしか過ぎない 

それに囚われている現代人 
 

 

 



私たちは、かつての時代を 
全て見ることが出来る位置に 

立っている 

私たちが今、するべきことは 

視野を広げ、時代の流れを読み解くこと 



人間が人知の発想で 
行っていることすら 
実は星と呼応している 

現代人は自分が 

星と呼応して生きていることに 

気づいていない 



 

衰退してゆく時の流れと 
台頭してくる時の流れが 
同時に存在する今 

 

我々は、ただ時代という流れを読み、 
時代と共に流れてゆけばいい 

衰退する時の流れ 

台頭する時の流れ 現代 ターニングポイント 



 
宇宙視点
で観たら 

 私たちは 
壮大な 

宇宙時間を
歩く 

宇宙の遊牧民 



現在の地球の実態を知る 
人間の欲望から生まれる経済の発展が 

地球にもたらしたものは何か  

                 

我々はどんな環境の中で 
どんな負荷を受け、社会に 
どんな負荷をもたらして 
いるのでしょうか 



エネルギー 
消費社会と 

高度経済成長が
地球にもたらした 

１，地球環境の実態 

地球温暖化 

生態系の 
崩壊 



地球温暖化に 
伴う異常気象 

 スーパー台風 
大干ばつ 集中豪雨  



御嶽山 キラウエア火山 

東日本大震災 

巨大地震 火山噴火 

 
 
 



大規模灌漑農業による地下水の枯渇 

中国の水の汚染「七色の水」 

森林破壊（焼畑、製紙・製材、家畜の放牧） 



 飽食がある一方で無
くならない 
貧困と飢餓  

医療が発達する
一方で発生する   
難病奇病  



人口増加と食糧危機 
地球上では、12億人が飽食し８億人が食糧不足・饑餓状態にある。 

食糧は、世界中の人が生きていくのに必要な量の約２倍生産されている。 
米国では食品の４割を捨て、世界の人口の６％にすぎない北米地域の 

肥満割合は３４％。 
世界の飢餓貧困、食糧危機の原因は、豊かな人たちの飽食にある。 



 星と星の関係は、時代を作っていると同時に 

 地球の自然環境にも影響を与えています。 

 太陽の黒点の活動や地軸のシフトが、 

 地球のマグマの活動に影響を及ぼし、 

 地震や火山の活動を活発化させ 

 地球の温暖化にも影響を与えているといいます。 

 星の運行によって環境が変わると同時に、 

 人間の経済活動にも影響を与えています。 

 そういった複雑な要因によって、地球は常に 

 変化しています。 



動き出した大地 日本の火山 
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2015年9月阿蘇山噴火 

2015年8月
桜島噴火 

201X年富士山噴火？ 2014年9月御嶽山噴火 

2015年5月 

口之永良部島噴火 
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プレートと火山、地震の発生 

2014年御嶽山
噴火 

2013年11月 西之島沖に 
新島が出現、今も大きくなって

いる 【世界のプレートと大地震発生の場所】 
プレートがあるところが、大地震の発生地に 

なっている 

日本を取り巻く 
四つのプレートと火山帯 

富士山  
三つのプレー
トの上にある 

拡大図 
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太陽磁場の四極化の可能性を 
国立天文台が発表 

太陽観測衛星ひのでの観測で、S極成分の多かった北極でN局の成分が増え、南極
はN極のままということが分かり、下図のような「4極磁場構造」になるのではないかと予
想される。また、太陽活動の11年周期が12.6年に伸びた。こうした太陽活動の異変が
地球に何をもたらすのか、太陽風や宇宙線の強度など、今後の観測が重要である。 
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日本の精神病患者  
320万人 

増え続ける精神病 
薬依存 

様々な依存症 

自殺者の増大 

様々な貧困 
女性と子供の貧困 
老人の貧困 

高齢化 

２、現代社会を生きる人の心の闇 
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・ アルコール依存症     109万人 
・ ニコチン依存症     1,746万人 
・ 薬物依存症        276万人 
・ ギャンブル依存症     536万人 
 （その内、パチンコ依存症200万人/1000万人 
  のパチンコ人口） 
・ IT（スマホ含む）依存症 
           421万人 

日本における様々な依存症 



 

 

 

年間自殺者数８０万人とＷＨＯが発表（世界初の自殺防止
に関する報告書）４０秒に一人が自殺。 
 
  自殺率の高い国１０ 

  （１０万人中の人数） 
１．ガイアナ      ４４．２人 
２．北朝鮮      ３８．５人 
３．韓国        ２８．９人 
４．スリランカ     ２８．８人 
５．リトアニア      ２８．２人 
６．スリナム      ２７．８人 
７．モザンビーク    ２７．４人 
８．タンザニア     ２４．９人 
９．ネパール      ２４．９人 
１０．カザフスタン   ２３．８人 

 

 

    年間自殺者数が 
    １万人を超えた国 
 
１．インド    ２５万８０７５人 
２．中国     １２万７３０人 
３．米国      ４万３３６１人 
４．ロシア     ３万１９９７人 
５．日本     ２万９４４２人 
６．韓国     １万７９０８人 
７．パキスタン  １万３３７７人 
 

 など１１か国 

自殺者の増大 



大手デベロッパーの三井不動産レジデ
ンシャルが手がけた横浜市内のマン
ション「パークシティLaLa横浜」が傾斜
した問題で、旭化成は10月22日杭工
事を請け負った旭化成建材がこれ以
外にも過去10年間に担当した約3000
棟に及ぶ物件を国土交通省に報告す
る。杭工事を請け負った旭化成建材が
施工報告書のデータの一部を転用・加
筆したことを、同社の親会社である旭
化成が10月14日に明らかにした。調
査や建物の補強・改修工事などの費
用は、旭化成建材が全額を負担する
方針だ。 

傾倒した横浜のマンション「パークシテLaLa」 

旭化成の記者会見 



  ３．世界の情勢・民族紛争 

この現状は何を示しているのでしょうか？ 

 

 

2012年12月21日 約25800年ぶりの「銀河の冬至」を経
て、分離と闘争の時代（闇の時代）から、愛と調和の時
代（光の時代）が始まるサイクルに入りました。 

闇の極みの中、徐々に差し込む光によって社会構造の
闇が浮き彫りになり、地球の現状と共に人類の社会情
勢は悪化の一途をたどっているかのように見えます。 

 

   
闇のピーク 

光のピーク 



  国家を一人の人間にたとえると・・・ 
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金 正恩（キム・ジョンウン） 

プーチン大統領 

朴 槿惠（パククネ） 

オバマ大統領 周金平 

安倍総理大臣 

ドイツ首相メルケル 

元ギリシャ首相 

イスラム国指導者 
バグダディ 

 
   

日本 アメリカのポチ的
存在だが、日米安全保
障条約で何とか国家的
自立を図りたい。 

北朝鮮       
前時代的恐怖政
治で国民を支配 
する幼稚な指導者 

韓国 自国を保つ
ためにあちこちの国
の顔色をうかがう

小心者        

 IS（イスラム国）  国籍を 
超えた過激テロ集団。シリア
の地下資源をめぐってアメリ
カの裏権力が作り上げた   
だダミー集団説あり。 

中国 抗日戦後70
年戦勝記念パレード
で、大戦直後と変わ
らない意識が露呈 

ウクライナ紛争 
「我々は今も世界  
最大の核保有国で 
ある」発言 

アメリカ  民主主義と資
本主義経済を発展させて
きた世界のリーダー。平和
と言いながら、最も多くの
人を殺している国。 

ユーロ危機 
ばらまき財政で経済破
綻のギリシャ。 
ドイツ フォルクスワー 
ゲン「排ガス不正問題」 



ウクライナ紛争 

シリア紛争 

2011年1月に始まった、反政府運動及び
シリア政府軍と反体制派による武力衝突 

絶えることのない民族紛争の歴史 

「ロシアは最強の核大国の一つで
あり、核の抑止力と戦力を強化す
る」と述べ、欧米をけん制。 

 
香港行政長官選挙民主
化の要求デモ 
民主派や学生ら数万人が香港中心部を
占拠 

 



ばらまき財政で経済破綻のギリシャ。多い公務員に 
高い賃金、低い税金。手厚い社会保証。自国の赤字
財政をEU各国からの借金で           
まかなう。 

 

 

 

2度と戦争のない一つのヨーロッパを目指して、1993年に欧
州連合（ＥＵ）が誕生。現在27カ国が加盟。 

1999年、統一通貨ユーロを導入。今問題になっているギリ
シャを含む17カ国が導入し、ユーロ圏を形成している。 

 

その結果、ユーロの信用低下を招
きＥＵ全体に経済危機。ユーロ危
機克服にギリシャの努力とドイツの
指導力が求められる。異例の長時
間に及んだユーロ圏首脳会議。 
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試験走行時にのみ排ガス規
制モードに切り替わる「無
効化機能」ソフトをＶＷが
自社のディーゼル車に不正
使用し、「米排ガス規制逃
れ」をしていたことが明ら
かになった。違法ソフトウ
エアの搭載車は全世界1100
万台中、欧州連合（ＥＵ）
の28カ国で800万台にのぼ
る。排ガス不正問題は、
ディーゼル車に傾注してき
た欧州自動車業界をも直撃。 
 

就労人口の7人に1人が自動
車産業に従事しているというド
イツの最大の自動車メーカー
ＶＷの不正に国民も頭を抱え
ている。ＥＵ財政危機以上の
危機になる可能性も。 



米国が1万何千回もの空爆を行ってもイスラム国は 
つぶれる気配もなく、報道もされなくなった。 

過激な写真等、メデイアの報道に翻弄される人々。 
フランス同時多発テロなどで世界を震撼させている。 



フランスのパリで、13日午後9時
中心部のコンサートホールやレス
トラン、北部のサッカー場など7か
所で同時多発テロが起きた。オラ
ンド仏大統領は過激派組織「イス
ラム国」（ＩＳ）によるものだと断定。
イスラム国も犯行声明を発表した。
一連のテロで１２８人が死亡。
「シャリルエブド襲撃」以来10か月
後のテロ。その後フランスはイスラ
ム国の首都を報復爆撃。 

この地域内
の飲食店約 
6カ所でテロ 



謎の多いイスラム国発生の背後には、アメリカとその背後に
ある陰の権力機構、ＣＩＡ、ＮＡＴＯ、イスラエルなどが絡み支
援しているのではないかという説が浮上している。 

ＩＳというダミーのテロ集団を作って、シリアに侵入させ「イスラ
ム国撲滅」を名目に、米国はシリアに空爆を繰り返している。
その目的は、シリアの地下資源とも言われている。元々あっ
たアラブパイプラインが完成すれば、ＥＵ諸国はロシアに関係 
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なく資源を手に入れられ
たが、シリアはイラクイラン
と共にイスラムパイプライ
ンをつくることに同意。ロシ
アにとって有利であり、  
ＥＵ諸国はこれを望まな
い。 

 

 

 



世界のリーダー 
となって 
進んできた 

 

新天地を求めて入植した 
ヨーロッパ人によって建国された 
「自由の国」アメリカ合衆国が 
民主主義と 
資本主義経済を発展させ 
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個
人 

個
人 

個
人 

個
人 

世界のリーダーを作っているのは 
誰なのか？ 

個
人 

世界の
リーダー 

一人一人の人格の波紋が世の中を作って 
そのウエーブがリーダーを産みだしている 

 
個
人 
 

個
人 

個人 
個人 

個
人 

個
人 



これからの時代 

新たな世の 

クニツクリをするのは 

私たち一人一人 



科学するものが創造する現代人間社会  

手本になる 
理想的存在・モデル 

 

現代科学はあるモデルが出来ると一律同じでなければいけない 
と考える。それが単一化を招き、多様性を欠いた社会をつくる。 

 

資本主義社会 
 

人間の欲を刺激し
同じものをめざして
競争させ優劣が 
出来る社会 

共産主義社会 
 

一律な平等を 
強制し、人を部品
のように扱う社会 

共産主義も資本主義もどちらも無個性な世界をつくる 



  現代社会は、天然循環する美しい自然生態系の世界を 

  人間の自我で人工的に歪めた状態にある 

この世界の様々な事が勘違いの世界観によって汚染 
されている ＝ 欲望を駆り立てるマインドコントロール 

 

宇宙創造の根本の柱 
（潜象界からのはたらき）  
が忘れられ、さらに歪み
続けていく勘違いの世界 
 

 

自由のはき違え 
＝無秩序 

 

自業自得の
世界 

 
天理の欠如により歪んだ世界 

 

ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ 



 

現象界 
 

 

潜象界 
 

直
感 

エ
ゴ
に
従
う 

 直会 地獄界 
無明界 

マインド   
コントロールを
解除する 

天 
天のしかるべき状態  
を理解し、天地に  
一本芯を通す。それ
がカムミを会得した人
の姿＝アマウツシ 

自然 
性 

なおらい 

 仏界 

経済 

教育 

政
治 

芸術 

福祉 
医 

農 

全てが活性する＝健全な社会 

   生きる事の全てが 
    天との共同作業 

神我に  
目覚める 

欲望の 
マインド 

コントローが
深まる 

環境 

 
リセットし天理が通った世界 ＝ アマウツシ後の世界 

 

ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ 

住 

 

菩薩界 
 

直
感
に
従
う 

人間 



自然界の成り立ち  地球生態系ネットワーク 

空
気 

太
陽 

水 

熱による対流、風 
 天候の変化 

熱による状態変化 
中和する力 
浄化する力 

土 動
物 

植
物 

鉱
物 

分解する力 
浄化する力 

 

全ての土台 
地下にマグマ 
エネルギー 

 

微
生
物 

光と熱を放射 
地中のマグマの
活動に影響 

酸素をつくる 
光合成 

地殻の96.5％ 
を構成している 

二酸化炭
素排出 

全ての存在は自らにふさわしい 
ポジションを与えられている 

 

そのものがそこに存在することは 
宇宙にとって必要だからそこにある 

 

何ものもそれを侵すことは出来ない 
 

人間もこの仕組みの中にいる 



十 

十 

十 

十 

十 

十 

十 

十 

十 
十 

十 

全ての役割が 
全体に行き渡り 
ネットワークが 
維持・安定する 

自然生態系の
ように、全ての
能力に優劣は

ない 

生命ネットワーク
は 

一つの生き物 
全ての活動の 

母体 

能力に応じた
ふさわしい 
ポジションに 
収まる    

誰もが個性的な
役割を担い  
全ての役割が 
尊重される 

それが働く 
＝傍を楽に 
する事 

十 

十 

十 

十 

ネットワーク 
全体を担って
いる自らに  
目覚める 

生態系をモデルとした生活のあり方 



一人一人の心が 
世界を創る 

 自分を知り 

 時代の流れを知り 

 この世界のために生かす 

ネットワークの中で生かさ
れたとき 
誰もがその人らしく輝く 



今のわたしたち 

人間は 

地球の癌細胞 

自分も含んだ     
全体を壊すところまで

来ている 



あなたの意志には 
どんな道が選択肢としてあるのか 

問われています 

時代という強い意志を持った 
大きな流れの中で 



地球の癌細胞から 

健全な細胞へ 

生態系と調和した 



 

13000年以上前から、大地と共に天の声を聴いて生きてきた 

民がいるように、後世に真理を伝えるために、現代に生まれた 

人種がいる。彼らは壮大な宇宙時間を旅する現代の遊牧民。 

刻々と変化する宇宙の渦に乗り移りながら生きるものたちである。 

 コ   極限を超えて転がり出た細かい粒子 

 ノ   成長する 伸す               

 ハ   正反（陰陽）に分離した粒子同士が互いに 

       引き合う力が発生し、バランスをとる 

 ナ    質的転換 事が成る 



    宗教やイデオロギーを超えた世界の出現 

            「菩薩の里」 
どんな優れた手法であっても、それを教典にしてはいけない。
教典をよりどころにすると、教典を降ろした者の精神レベルを超
えることは出来ない、もしくはその先の進化の道が閉ざされる。
求める者が信者化し組織となる。       

組織は人々の自由を奪うものである。だから組織を創るのでは
ない。 

創るべきは、こころが解放された絆の場・人々が集い語らう  
ところ。宇宙を生きるとは、自我に囚われず果てしない進化・
成長・変化の道を歩むことである。 

一人一人が独立した意志で道を歩む者として目覚め共同して
いくこと（宇宙の姿、地球生態系ネットワーク）。         
それが21世紀に現れるユートピアの姿。 

    コミュニテイ－のブッダ＝菩薩の里なのである。 



ご清聴ありがとうございました 


